
プログラムの特徴

　循環器内科、消化器内科、呼吸器内科、血液・腎臓内科、脳神経内科、
糖尿病・内分泌内科の6科からなる市立秋田総合病院を基幹病院とし、
高度で専門性の高い研修が可能な秋田大学医学部附属病院、地域に密
着した医療を研修できる市立横手病院、市立大森病院と連携しており
ます。専攻医の様々な希望や将来像を尊重し、柔軟にプログラムを作成
します。初期臨床研修病院として県内トップクラスの実績を持つ「研修
病院力」が、内科専攻医にとっても力強い味方になってくれるはずです。

プログラムの説明

　内科標準タイプ、サブスペシャルティ重点研修タイプ、内科サブスペ
シャルティ混合タイプから選択できます。原則として1年間は連携施設
での研修となります。連携施設は専攻医の希望や県内の状況に応じて
適宜追加されており、能代厚生医療センター、由利組合総合病院、国
立病院機構あきた病院にも加わっていただいております。

専門医、指導医、出身地、施設認定、関連施設 など

　当院の内科は6科に分かれ、それぞれに総合診療内科専門医が1名
以上在籍し、一般診療から専門性の高い診療の指導を行っております。
■施設認定
　日本循環器学会循環器専門医研修施設、日本心血管インターベン
ション治療学会専門医認定医制度研修関連施設、本不整脈心電学会認
定不整脈専門医研修施設、日本消化器病学会認定施設、日本消化器内
視鏡学会専門医制度指導施設、日本消化管学会胃腸科指導施設、日本
肝臓学会専門医制度関連施設、日本超音波医学会専門医制度研修施
設、日本大腸肛門病学会認定施設、日本糖尿病学会認定教育施設、日
本呼吸器学会専門医制度認定施設、日本血液学会認定血液研修施設、
日本輸血・細胞治療学会I＆Ａ認証施設、日本がん治療認定医機構認定
研修施設、日本感染症学会専門医研修施設
■関連施設
　秋田県立循環器・脳脊髄センター、市立角館総合病院、市立大森病
院、男鹿みなと市民病院
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HP　http://www.akita-city-hospital.jp/
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内科専門医プログラム
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　循環器、消化器、呼吸器、
　血液、腎臓、神経、糖尿病
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